
特別支援教育 ▶指針ｐ16、17

目指す児童生徒の姿 目指す幼児児童生徒の姿

▶指針ｐ12、13ＩＣＴを活用した教育の推進 ▶指針ｐ14持続可能な社会の創り手を育成する環境教育の推進

目指す児童生徒の姿

□ＩＣＴを積極的かつ効果的に活用し、主体的に学習に取り組

むことができる。

□情報社会での行動に責任をもち、自ら判断してＩＣＴを正し

く活用することができる。

目指す幼児児童生徒の姿

□人間と環境との関わりについての理解を深め、環境を大切に

することができる。

□自らの責任ある行動をもって、持続可能な社会づくりに主体

的に参加することができる。

□学習に興味・関心や意欲、目標をもち、自己の力を可能な限

り発揮することができる。

□活動しやすいように自ら環境を整えたり、必要に応じて周囲

の人に支援を求めたりすることができる。

□社会の問題に目を向け、多様な価値観をもつ人々と協働して

課題を解決しようとする態度を身に付けている。

□自分の意見や考えを明確にし、目的意識をもって相手に分か

りやすく伝えることができる。

①一人一人の教育的ニーズに応じた指導・
支援の充実
◇個別の教育支援計画及び個別の指導計画の活用と
引継ぎを確実に行う。
◇各教科・科目等において生じる個々の学習上の困
難さに応じて指導内容や指導方法を工夫する。

②学習指導要領を踏まえた教育課程の編
成と実施
◇全教職員が特別の教育課程を理解し、児童生徒や
学級の実態に応じて教育課程を編成・実施する。
◇通常の学級と特別支援学校における障害理解授業
の充実による、組織的・計画的な交流及び共同学
習の推進を図る。

③管理職のリーダーシップによる校(園)
内支援体制の機能強化と全教職員の理
解・取組
◇特別支援教育の推進を各学校（園）の運営計画に
明確に位置付け、全教職員の理解を図る。
◇特別支援教育の年間計画に基づく組織的な取組と
して校（園）内研修の工夫に努め、充実を図る。

▶指針ｐ15グローバル社会で活躍できる人材の育成

①１人１台端末環境を生かした、学びの
質を高めるためのＩＣＴ活用の推進
◇各教科等の特質に応じて、１人１台端末を効果的
に活用した学習活動を積極的に取り入れる。
◇情報活用能力が段階的に育成されるよう、教科等
横断的な視点で計画的にＩＣＴの活用を図る。

②組織的・計画的に取り組む情報モラル
教育の充実
◇情報モラル教育の全体計画や年間指導計画等を実
態に即して作成し、教育活動全体で推進する。
◇ＩＣＴを利用する際のルールやマナー、他者や社
会への影響を考え、自身の意志で判断し安全に利
用できるよう指導の手立てを工夫する。

③各学校段階を通じたプログラミング教
育の推進
◇既習の内容等を踏まえた上で、関係する各教科等
において児童生徒の発達の段階に応じた指導を行
い、プログラミング的思考を育成する。

①各教科等を通じて横断的・総合的に取
り組む環境教育の推進
◇各教科等における学習を相互に関連付けながら、
総合的に環境教育を推進できるよう、全体計画や
年間指導計画等の整備や見直しを進める。

②発達の段階に応じた豊かな自然体験活
動等の推進
◇幼児児童生徒それぞれの発達の段階に応じて、学
びや活動に深まりや広がりをもたせることができ
る自然体験活動等を、教育課程に適切に位置付け、
計画的に実施する。

③校種間連携及び家庭、地域、社会教育
施設等との連携を図った環境教育の推
進
◇学びや体験の充実を図るため、ねらいや活動内容
等を共有し、校種間の円滑な接続を図るとともに、
家庭、地域、社会教育施設等と連携して環境教育
に取り組む。

①ふるさとや異文化に対する理解の促進
◇各学校のふるさと教育における取組や各教科等の
学習を踏まえ、日本や秋田、自分の住む地域の歴
史や伝統、文化等について理解したり、そのよさ
を発信したりする活動の充実を図る。
◇世界の様々な国や人々に関心をもち、共通点を理
解したり、互いの文化の違いを受け入れたりする
活動の充実を図る。

②課題解決に向けて行動できる力の育成
◇グループで話し合ったり、全体で学び合ったりす
るなど、他者との関わりを通して、主体的に課題
解決する活動の充実を図る。
◇児童生徒の発達の段階に応じて、情報活用能力や
英語によるコミュニケーション能力を体系的に育
成しながら、自分の考えや必要な情報を相手に分
かりやすく伝える活動の充実を図る。

③

令和６年度の重点 全教育活動を通して取り組む教育課題



※ □のチェックボックスを活用して自己評価 下線は各取組で目指したい“ 問い」を発する子ども”の姿に関するもの「

道徳教育 ▶指針ｐ25 防災教育 ▶指針ｐ26

目指す幼児児童生徒の姿 目指す幼児児童生徒の姿

人権教育 ▶指針ｐ18、19 生徒指導 ▶指針ｐ20～24

目指す幼児児童生徒の姿 目指す児童生徒の姿

①教育活動全体を通じた人権教育の充実
◇教職員自らの人権感覚を磨くとともに、各教科等
の指導内容を人権教育の視点から検討し、教育活
動全体に人権教育を適切に位置付ける。

②人権問題の解決に向け実践する態度の
育成につながる取組の推進
◇育みたい資質・能力を明確にし、人権尊重の視点
に立った学校（園）・学級づくりを推進する。

◇自他の人権を尊重し、守ろうとする意欲を高める
ために、互いの個性や価値観の違いを認め合える
環境づくりに努める。

③学校（園）、家庭、地域、関係機関の
連携
◇発達の段階や実態を踏まえて系統的・計画的に人
権教育を推進するために、学校（園）間・校種間
の連携・協働を促進する。

◇家庭、地域、関係機関と連携し、幼児児童生徒が
多様な文化及び価値観を尊重する意識を高める。

□人権の意義や内容、重要性を理解するとともに、自他の大切

さを認め、多様な文化及び価値観を尊重することができる。

□自他の人権を尊重し、人間関係を調整したり、正しい言動を

選択したりするなど、態度や行動に表すことができる。

□他者との関わりの中で、自他の個性を尊重しながら、共感的

な人間関係を形成することができる。

□物事を正しく判断し、自己決定できる力を身に付け、社会的

ルールに基づいて行動することができる。

□道徳的価値の理解に基づき、自己の生き方や人間としての在

り方生き方について考えている。

□学校（園）、家庭、地域社会において、道徳教育で学んだこ

とを生かして生活している。

□「自分の命は自分で守る」ための判断力や行動力が身に付い

ている。

□発達の段階に応じて、学校（園）、家庭及び地域の安全活動

に進んで参加、貢献することができる。

①学校(園)や地域の実態、幼児児童生徒
の発達の段階に応じた防災教育の充実
◇地域の災害リスクを踏まえた実践的な避難訓練や､
危険予測学習等による実効的な指導の充実を図る｡

②組織的な安全管理の充実
◇実効的な取組に結び付くよう学校安全計画及び危
機管理マニュアルの見直しを図るとともに、気象
情報やハザードマップ等を活用したり、幼児児童
生徒の視点を加えた安全点検を実施したりするな
ど、安全管理の充実を図る｡

③防災教育・安全管理を推進する組織活
動の充実
◇「地域学校安全委員会」等を活用し、幼児児童生
徒の安全を確保する体制を確立させるとともに、
学校（園）や地域の実態に応じた実践的な教職員
研修を計画的に実施する。

①発達支持的生徒指導と課題未然防止教
育の充実
◇集団の中で自己肯定感や自己有用感を育むことが
できるよう、組織的に支援を行う。

◇児童生徒にとって、学校が安全・安心な居場所と
なるよう、授業や行事等を通じて、魅力ある学校
づくりを推進する。

②生徒指導体制の確実な構築
◇不登校や問題行動等の早期発見・即時対応を図る
ため、年度当初に方針や基準を明確にし、役割分
担による組織的対応に努める。

◇教育相談の機会を計画的に設定し、個々の特性等
に応じた指導・援助を行う。

③学校を中心とした連携・協働のシステ
ムづくり
◇学校として、家庭、地域社会、関係機関等と日常
から連携・協働するネットワークを構築し、生徒
指導上の諸課題にチームで対応する。

①ＰＤＣＡサイクルを機能させた組織的
な道徳教育の充実
◇全教職員が目指す幼児児童生徒像を共通理解した
上で道徳教育の重点目標を設定するなどし、各学
校（園）の教育活動全体を通して、実態に応じた
実践を行う。

◇道徳教育推進教師等を中心に、道徳教育の実施状
況について適切な時期に評価し、全体計画や別葉、
年間指導計画等を必要に応じて修正しながら指導
に当たる。

②家庭や地域社会との連携
◇道徳教育の成果等を学校報等で発信したり、学校
運営協議会等で共有したりすることなどを通し、
目指す幼児児童生徒像について地域社会との共通
理解を図る。

◇保護者や地域の人々に道徳科の授業等を公開した
り、参加や協力を得たりすることで、学校（園）、
家庭、地域社会が連携して道徳教育を行っている
という意識を高める。

④



幼保推進課 ▶指針ｐ27 義務教育課 ▶指針ｐ27

高校教育課 ▶指針ｐ28 特別支援教育課 ▶指針ｐ28

生涯学習課 ▶指針ｐ29 保健体育課 ▶指針ｐ29

①教育・保育の質的向上を図る組織的
計画的なカリキュラム・マネジメン
トの推進
◇重点目標を具現化するための全職員によ
る計画、実施、評価・改善の充実

②生きる力の基礎を培う教育・保育の
一層の充実
◇育みたい資質・能力及び「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい姿」を視点とした
指導計画の工夫改善及び教育・保育の充
実

③乳幼児期の教育・保育と小学校教育
の円滑な接続の推進
◇乳幼児期の発達や学びの連続性を踏まえ
た連携の充実

①社会的・職業的自立を目指したキャ
リア教育の充実
◇社会的・職業的自立に向けて必要となる
資質・能力を育成するための計画的・体
系的なキャリア教育の充実

②主体的・対話的で深い学びの実現に
向けた授業改善の推進
◇他者との関わりを通して、主体的に課題
を解決するための探究的な学習活動を重
視した授業改善の推進

③自他を尊重する心を育む教育活動の
充実
◇道徳教育や人権教育等を通じた自他の大
切さを認め合う指導の充実

①各校（園）における特別支援教育の
推進
◇個々の学習上の困難さに応じた指導内容
や指導方法の工夫及びＩＣＴの効果的な
活用による授業改善

◇合理的配慮を明記した個別の教育支援計
画等の作成・活用・引継ぎの促進

②特別支援学校における教育の充実
◇地域の資源や教育力を生かした特色ある
教育課程の編成と実施の促進

◇自立活動の指導の改善・充実
③関係機関との連携強化と理解推進
◇医療、福祉、労働等関係機関との連携強
化

◇特別支援教育に関する情報発信等の充実

①学校・家庭・地域の連携・協働によ
る教育活動の充実
◇コミュニティ・スクールと地域学校協働
活動の一体的推進

◇豊かな体験活動と教育施設等のセカンド
スクール的利用の推進

◇子どもたちの健全なインターネット利用
を支える環境の整備

②多様な学びの場づくりの推進
◇学び続けるための場や情報の提供
◇読書活動を支援する環境の整備

③良質な文化芸術に親しむ機会の充実
◇学校における文化芸術体験機会の充実
◇博物館施設の展示・普及事業の推進

・

①豊かなスポーツライフにつながる学
校体育・運動部活動の充実
◇望ましい運動習慣の確立と体力の向上に
向けた取組の充実及び適正な運動部活動
環境の整備充実

②学校の教育活動全体を通じた保健教
育・食育の充実
◇学校・家庭・地域が一体となった基本的
生活習慣の確立等に関する取組の充実

③家庭･地域･関係機関等との連携・協
働による安全教育の充実
◇学校（園）や地域の実態及び幼児児童生
徒の発達の段階に応じた、実践的・実効
的な取組の推進

①ふるさと教育の一層の推進に向けた
取組の充実
◇「地域に根ざしたキャリア教育」と「“『問
い』を発する子ども”の育成に向けた取
組」の充実

②魅力ある学校づくりに向けた生徒指
導の充実
◇関係機関等との連携による問題行動や不
登校の未然防止及び早期発見・即時対応
に向けた体制づくりの強化

③資質・能力を育む教育活動の推進
◇学習指導要領に示されている内容等に基
づく学習指導及び学習評価の充実

◇個別最適な学びと協働的な学びの一体的
な充実に向けた学習活動の工夫

⑤

令和６年度の重点 各課指導の重点



国 語 ▶指針ｐ36、37

社会、地理歴史、公民 ▶指針ｐ38、39

算数、数学 ▶指針ｐ40、41

○児童生徒に育みたい資質・能力を明確にし、

系統性を踏まえて単元を構想している。

●資質・能力を活用・発揮している児童生徒の

姿を具体的に想定して評価規準を設定し、学

習の過程や成果を適切に評価する必要がある。

□身に付けた資質・能力を自覚し、学習におけ

る課題の解決や日常の生活における人との関

わり等の中で活用・発揮することができる。

□話や文章等の言葉に着目して主体的に課題を

設定し、その解決に向けて粘り強く取り組む

ことができる。

令和６年度 目指す児童生徒の姿

令和５年度 成果と課題

①社会的な見方・考え方を働かせて考察を深める力

を養うための指導と評価の工夫
◇調べた事実や既習の知識を結び付けて考えを再構成することが
できるよう、着目する視点や追究方法に気付くための発問を吟
味する。

◇考察を深め、ねらいを達成した姿を具体的に想定した上で、学
習状況を適切に見取り、評価したことを指導の改善に生かす。

②よりよい社会の在り方を考え、主体的に問題解決

しようとする態度を養う学習活動の充実
◇自分と社会との関わりを意識した学習問題づくりや、予想した
り学習計画を立てたりして見通しをもつ活動を重視する。

◇学びや変容を自覚することができるよう、単元等の適切な場面
において自分の言葉で振り返る活動を取り入れる。

○振り返り等を基に問いを見いだし、個で予想

する時間を保障することで、児童生徒の主体

的な学習につなげている。

●育成したい資質・能力を明確にして単元等の

学習を構成し、指導と評価の計画を適切に設

定する必要がある。

□社会的事象について、社会的な見方・考え方

を働かせて問題解決を図る中で、自分の考え

を広げたり深めたりすることができる。

□調べた事実や既習の知識を生かして主体的に

問題解決することを通して、よりよい社会の

在り方を考えようとする意欲が高まっている。

令和６年度 目指す児童生徒の姿

令和５年度 成果と課題

※ □のチェックボックスを活用して自己評価 下線は各教科等で目指したい“ 問い」を発する子ども”の姿に関するもの「

①自ら問いを見いだし、数学的な見方・考え方を働

かせながら問題解決に取り組む授業づくり
◇単元を通して育成する資質・能力を踏まえ、学習場面において
働かせる数学的な見方・考え方を明確にする。

◇既習の内容との共通点や相違点を明確にするなどして、一人一
人が目的意識をもって問題解決に取り組めるようにする。

②児童生徒の思考の状況を生かし、「分かった｣｢で

きた」を実感できる学習活動の充実
◇一人一人の考えや困っていることを基に、取り上げ方や発問を
吟味し、学習内容の理解につながる学び合いを展開する。

◇学んだことを適用したり、問題解決の過程を振り返ったりする
場面を設定し、学習内容の定着を図る。

○既習の内容とのつながりを確認するなど、児

童生徒が数学的な見方・考え方を働かせるこ

とができるような手立てが工夫されている。

●一人一人の学習状況を的確に見取り、学習内

容の理解につなげることができるようにする

必要がある。

□目的意識をもって問題解決に取り組み、学び

合いを通してよりよい考えに高めるなど、数

学的活動に主体的に取り組むことができる。

□数学のよさや学ぶことの楽しさを実感し、学

んだことを生活や次の学習に生かしたり、新

たな問いを見いだしたりすることができる。

令和６年度 目指す児童生徒の姿

令和５年度 成果と課題

見
通
し

自
力
解
決

振
り
返
り

評
価
問
題

の
解
決
等

考えを
伝え合う 比較･検討 まとめ

学び合い

学習活動のイメージ（例）

①資質・能力の確実な育成に向け、指導と評価の一

体化を図った授業づくりの充実
◇課題解決に向けた試行錯誤の過程で、資質・能力を活用・発揮
する場面が生まれる言語活動を構想する。

◇単元において育成を目指す資質・能力を活用・発揮している児
童生徒の記述や発話等を具体的に想定した上で、評価する時期
や場面を精選したり、評価の方法を工夫したりする。

②言葉による見方・考え方を働かせ、主体的に課題

を解決するための指導の充実
◇話や文章等の言葉に着目して課題を設定できるよう、学習活動
や発問等を工夫するとともに、課題解決に向けて個で思考・判
断・表現する活動と集団で吟味・検討する活動とを必要に応じ
て往還できるよう、学習過程を工夫する。

◇学校図書館やＩＣＴ等を、目的に応じて主体的に選択し活用す
る場面を学習過程に計画的に位置付ける。

⑥

令和６年度の重点 各教科等の重点



理 科 ▶指針ｐ42、43

生 活 ▶指針ｐ44、45

外国語活動、外国語（英語） ▶指針ｐ46、47

令和５年度 成果と課題

令和５年度 成果と課題

①予想や仮説を生かした学習活動の充実
◇「自分の予想や仮説を確かめるために観察、実験を行う」とい
う認識がもてるよう、予想や仮説を基に観察、実験の方法を発
想させたり、観察、実験において着目する点を予想や仮説の内
容と関連付けて確認させたりするなどの場面を設定する。
◇見通しをもって観察、実験を行うことができるよう、観察、実
験を行う前に、自分の予想や仮説が妥当な場合には、どのよう
な観察、実験の結果が得られるかを表現する場面を設定する。

②観察、実験の結果を基に、考察を深めるための手

立ての工夫
◇問題や課題に正対した結論が導きだせるよう、共通点や差異点
（相違点）、要因、規則性等の視点を組み入れた発問を行う。
◇自然の事物・現象について、科学的かつ具体的に捉えられるよ
う、考察し表現したことを互いに検討して改善したり、導きだ
した結論を日常生活との関わりの中で捉え直したりする活動を
取り入れる。

○問題解決の過程（探究の過程）を大切にした

学習活動が行われているとともに、学習の質

を高めるためのＩＣＴ活用が推進されている。

●理科の見方・考え方を働かせて学習活動を行

い、ねらいとする資質・能力を身に付けられ

るように、指導の方法を工夫する必要がある。

□自然の事物・現象から問題を見いだし、予想

や仮説を基に、見通しをもって学習に取り組

むことができる。

□考察を行う場面では、意見交換や根拠に基づ

いた議論によって、自分の考えをより妥当な

ものにすることができる。

令和６年度 目指す児童生徒の姿

令和５年度 成果と課題

①活動や体験を通して、身近な生活に関わる見方・

考え方を生かし、気付きの質を高める指導の充実
身近な人々、社会及び自然との関わりの中で、創造的に考えて◇
いる児童の姿を想定し、試す、見通す、工夫するなどの多様な
学習活動を取り入れる。

四つの目」の基本姿勢で見取りながら、児童の気付きに共◇「＊

感したり、問い掛けたり、価値付けたりするなど、支援を工夫
「温かい目」「広い目」「長い目」「基本の目」する。 ＊

②幼児期における学びや各教科等との関連を生かし

た指導の充実
◇「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、学校
全体で取り組むスタートカリキュラムを見直して共有すること
により、幼児期における学びとの円滑な接続を図る。
◇生活科と各教科等のそれぞれで身に付けた資質・能力を、相互
の学習活動で発揮することができるよう、両者の関連を図った
単元を構想し、展開する。

○生活科と各教科等との関連を意識した単元の

構想が行われている。

●気付きの質を高めるための多様な学習活動を

工夫する必要がある。

□見付ける、比べる、たとえる、試す、見通す、

工夫するなどの多様な学習活動を行うことで、

質の高い気付きを生み出すことができる。

□活動や体験を通した学びを実生活や各教科等

と関連付け、自分自身の成長を実感すること

ができる。

令和６年度 目指す児童の姿

①コミュニケーションを図る資質・能力の確実な育

成に向けた指導の充実
◇語彙や言語材料を、コミュニケーションを行う目的や場面、状
況等と関連付けて活用し、相手に応じて適切な表現を選択しな
がら話したり書いたりして伝え合うための指導を行う。
◇児童生徒が場面に応じて、ＡＬＴと英語によるやり取りを行う
ことや、ＩＣＴを主体的に活用することなどを通して、情報や
互いの考えなどを発信したり共有したりできるようにする。

②言語活動における学習状況の見取りを生かした指

導と評価の充実
◇育成を目指す資質・能力を明確にし、目標を達成した児童生徒
の姿を具体的に想定した上で、単元や授業を構想する。
◇言語活動で表出した変容を見取り、中間指導の場面でねらいに
応じて児童生徒の気付きを生かしたり、定着を図りたい表現に
ついて全体で共有したりすることで、学習の改善につなげる。

○コミュニケーションを行う目的や場面、状況

等に応じ、伝えたい内容や必要な表現を自ら

考えて伝え合う言語活動が展開されている。

●意図的に中間指導の場面を設定し、視点を明

確にした上で、ねらいに即した適切な支援や

フィードバックを行う必要がある。

□コミュニケーションを行う目的や場面、状況

等に応じて語彙や言語材料を選択し、相手意

識をもって適切に伝え合うことができる。

□言語面と内容面の両面から自身の言語使用を

振り返り、目的達成に向けて改善点を考え、

主体的に言語活動に取り組むことができる。

令和６年度 目指す児童生徒の姿

⑦



○造形的な視点で作品を捉えることができるよ

う、〔共通事項〕等を意識した授業が行われ

ている。

●指導と評価の一体化を図るために、ねらいと

活動及び評価場面を整合させ、児童生徒の学

習状況を見取り、評価する必要がある。

□表現及び鑑賞の学習を通して、何を学ぶかを

意識し、表したいことや主題を基に学習を深

めている。

□自身の学びを生かしながら、主体的に表現及

び鑑賞活動に取り組み、造形的な創造活動の

よさを実感している。

令和６年度 目指す児童生徒の姿

音 楽 ▶指針ｐ48、49

図画工作、美術 ▶指針ｐ50、51

体育・保健体育 ▶指針ｐ54、55

○知覚と感受の視点で音楽を捉えることを意識

した授業が定着してきている。

●知覚したことと感受したこととの関わりを基

にした自分の考えや表現を、音や音楽で確認

するなどして、実感を伴って理解できる場面

を設定する必要がある。

□音楽に対する感性を働かせ、知覚したことと

感受したこととの関わりを基にして、表現や

鑑賞の学習を深めている。

□音や音楽及び言葉によるコミュニケーション

を通して、音楽表現を生み出したり、音楽を

聴いてそのよさや価値を実感したりしている。

令和５年度 成果と課題

令和６年度 目指す児童生徒の姿

令和５年度 成果と課題

○「指導と評価の計画」が作成され、児童生徒

の学習や教師の指導に生かされてきている。

●児童生徒が見方・考え方を働かせ、学びを広

げたり、深めたりするための教師の適切な関

わりが必要である。

□「する・みる・支える・知る」の多様な関わ

り方を通して、運動やスポーツの楽しさや喜

びを味わい、大切さに気付くことができる。

□情報を適切に選択・収集・活用し、健康や安

全に関する課題を発見・解決することができ

る。

令和６年度 目指す児童生徒の姿

令和５年度 成果と課題①見方・考え方を捉え、楽しさや喜びから運動の大

切さに気付く指導の充実
（運動に関する領域）

◇三つの資質・能力をバランスよく育成することができるよう、
単元や本時のデザインを工夫する。
◇ねらいを達成した児童生徒の姿を具体的に想定し、児童生徒の
実態や運動の特性を踏まえた個に応じた指導方法を工夫する。

②健康・安全に関する実生活の課題解決に向けた指

導の充実
（保健に関する領域）

◇健康の大切さを実感することができるよう、「課題発見」「比
較」「関連付け」などの活動を効果的に取り入れる。
◇情報収集や意見交換等の学習活動に応じて、ＩＣＴの効果的な
活用を図るなど、指導方法を工夫する。

※ □のチェックボックスを活用して自己評価 下線は各教科等で目指したい“ 問い」を発する子ども”の姿に関するもの「

①知覚したことと感受したこととの関わりを基にし

た音楽活動を充実させる指導の工夫
◇児童生徒が思いや意図をもって音楽活動に取り組むことができ
るよう、「音楽を形づくっている要素」を精選して授業を構想
する。
◇知覚したことと感受したことを関わらせながら深めた考えを基
にして、表現を工夫したり音楽のよさを味わったりする活動を
取り入れる。

②音楽科の特質に応じた言語活動を適切に位置付け

た授業づくりの推進
◇児童生徒が音楽により近づき実感を伴って理解を深めることが
できるよう、表現での「思いや意図を言葉で交流する」と「音
で試す」、鑑賞での「感じ取ったことを言葉で交流する」と
「聴いて確かめる」等の活動を行き来できる場面を設定する。
◇他者と協働しながら、音楽表現を生み出したり、音楽を聴いて
そのよさや価値を考えたりする場面を設定する。

①表現及び鑑賞に関する資質・能力を相互に関連さ

せた授業づくりの充実
◇児童生徒の学習経験を確認し、各学年における指導事項や内容
の取扱いと指導上の配慮事項を踏まえて、指導計画を作成する。
◇児童生徒の表したいことや主題を基に、表現したり鑑賞したり
できるよう、発想や構想をする際も、鑑賞する際も双方に働く
中心となる考えを明確にする。

②育成を目指す資質・能力を明確にし、活動の過程

を重視した指導と評価の充実
◇題材など内容や時間のまとまりを見通しながら、指導に生かす
評価と記録に残す評価の場面を精選し、児童生徒の学習状況を
把握する方法を工夫する。
◇題材を通して育成する資質・能力及び造形的な視点を踏まえ、
一人一人の見方や感じ方、発想や構想、表現の工夫に対して、
価値付けたり指導したりする。

⑧



家庭、技術・家庭、情報 ▶指針ｐ52、53

高校芸術（音楽、美術、工芸、書道） ▶指針ｐ49、51

▶指針ｐ56、57専門学科（農業、工業、商業、水産、家庭、情報、福祉）

社会の中から問題を見いだして課題を設① 生活や
＊１ ＊２

定し、解決を図る問題解決的な学習の一層の充実
◇児童生徒の発達の段階を踏まえ、系統的及び総合的に学習が展
開されるよう、 題材（単元）を設定する。＊３

◇教科の特質に応じた見方・考え方を働かせている児童生徒の姿
を想定し、課題の解決に向けて、自分の考えを構想したり表現
したりする場面を一連の学習活動の中に設定する。

②児童生徒の主体的な取組や、教師の指導改善につ

ながる評価の工夫
◇自己評価や相互評価の場面を設定し、児童生徒が自らの学びを
振り返り、実践を評価・改善することができるようにする。
◇育成を目指す資質・能力を基に、題材（単元）の評価規準を明
確にした上で、指導のねらいと学習活動との整合を図った指導
と評価の計画を構想する。

小学校では「日常生活」 高等学校情報では「情報社会」＊１ ＊２

」＊３小・中学校では「題材」、高等学校では「単元

○実践的・体験的な活動を中心とした題材（単

元）を通して、他者と協働して考えを広げた

り深めたりする活動が展開されている。

●題材（単元）を通して育成を目指す資質・能

力を明確にした上で、指導と評価の計画を構

想する必要がある。

□教科の特質に応じた見方・考え方を働かせな

がら、問題を見いだして課題を設定し、解決

への見通しをもって学習に取り組んでいる。

□学習の過程を振り返り、実践を評価し改善策

を検討したり修正したりしている。

令和６年度 目指す児童生徒の姿

令和５年度 成果と課題

《音楽》◇音楽的な見方・考え方を働かせ、自己のイメージをもって音楽表現を工夫したり、音楽を評価しなが

らよさや美しさを自ら味わって聴いたりするなど、音楽に主体的に関わることができる指導を行う。

◇自分や社会にとっての音楽の意味や価値を考える場面を学習過程の中に設定する。

《美術》◇指導のねらいを十分に吟味するとともに、適切な題材を設定し、表現及び鑑賞の相互の関連を図った

指導計画を立てる。

◇造形的な視点をより豊かにし、生活や社会の中の美術や美術文化と深く関わる資質・能力を育成でき

るよう指導を工夫する。

《工芸》◇用と美の調和や、伝統的な表現のよさを実感できる学習活動の充実を図る。

《書道》◇書写能力の向上を図り、書に関する見方・考え方を働かせることにつながる学習活動によって、書の

伝統と文化に関わる資質・能力を育成できるよう指導を工夫する。

◇生徒の実態に合わせて単元で育成を目指す資質・能力を明確化し、適切な指導事項と評価規準を設定

した指導計画を立てる。

《農業》◇地域資源を活用し、課題発見及び課題解決を目指したプロジェクト学習の充実

◇農業技術の進展に対応した関係機関等との連携による実践的・体験的な農業教育の充実

《工業》◇地域企業や大学等との連携による実践的・体験的な学習活動の充実

◇学びの成果発表等の機会を生かした工業教育の充実

《商業》◇課題解決能力を育成するための、地域や産業界等と連携した実践的・体験的な商業教育の充実

◇経済社会の発展を担う職業人として、主体的・協働的に学ぶ態度を養う指導の工夫

《水産》◇地域資源を活用した商品開発などによる、水産・海洋関連産業の活性化に向けた水産教育の充実

◇地域や関係機関等との連携による実践的・体験的な水産教育の充実

《家庭》◇地域や産業界等との連携・交流を通じた実践的な学習活動の工夫

◇創造性や問題解決能力の育成を重視した、実験・実習の充実

《情報》◇情報技術を用いた合理的かつ創造的な課題解決能力の育成を図る実践的・体験的な学習の充実

◇情報技術者に必要とされる知識と技術の習得及び情報活用能力の育成に向けた学習の充実

《福祉》◇地域や関係機関等との連携による実践的・体験的な学習活動の工夫

◇福祉ニーズに応える確かな専門性を備えた人材の育成を目指した実践的な福祉教育の充実

⑨



○事前の活動を丁寧に進め、提案理由や関係資

料を提示するなどして、主体的な話合いにつ

ながる工夫がされている。

●実践を意識して合意形成を図ったり、具体的

な実践目標を意思決定したりできるよう、決

めたことを実践し、一連の活動を振り返る経

験を積み重ねる必要がある。

□話合いの場において、意見の違いや多様性を

認め合い、具体的な実践の場面を意識しなが

ら合意形成することができる。

□話合いを基に、自分に合った具体的な実践目

標を決め、その実現に向けて生活や学習に取

り組むことができる。

令和６年度 目指す児童生徒の姿

特別の教科 道徳 ▶指針ｐ58、59

総合的な学習の時間、総合的な探究の時間 ▶指針ｐ60、61

特別活動 ▶指針ｐ62、63

①各学校の全体計画、年間指導計画を踏まえた単元

の指導と評価の計画の充実
◇「児童生徒の興味・関心」「教師の意図」「教材の特性」の三
つの視点から、中心となる活動を検討し、単元を構想する。
◇育成を目指す資質・能力を踏まえた単元の評価規準を設定し、
評価の計画を教師間で共有しながら、児童生徒の学習状況の評
価や指導に生かす。

②探究的な見方・考え方を働かせ、探究的な学習の

過程の質を高める指導の工夫
◇幅広く教材研究することを通して、各教科等における見方・考
え方を総合的に活用する学習活動を展開する。
◇自らの学びを意味付けたり価値付けたりして、自己の変容を自
覚する振り返りの場面を学習の過程に位置付け、児童生徒が探
究的な学習のよさを理解できるよう、指導の手立てを工夫する。

、

○「児童生徒の興味・関心」を大切にし、必要

感のある課題を設定し、探究的な学習が展開

されるようになってきている。

●単元の指導と評価の計画を共有し、児童生徒

を主体とした探究的な学習が発展的に繰り返

される手立てを工夫する必要がある。

□自分の事として課題を設定し、解決への具体

的な見通しをもち、主体的・協働的に課題解

決に取り組むことができる。

□学習したことの意義や価値を実感し、探究的

な学習のよさを理解することができる。

令和６年度 目指す児童生徒の姿

令和５年度 成果と課題

令和５年度 成果と課題①実践の場面を意識したよりよい合意形成のための

話合い活動の充実
◇具体的な実践の場面を想定しながら、よりよい解決方法や実践
内容について、話し合うための手立てを工夫する。
◇出された意見の背景にある思いや願いを共有し、多様な意見の
よさを生かし、合意形成を図るための手立てを工夫する。

②目標の実現を目指した主体的な意思決定のための

話合い活動の充実
◇児童生徒が話合いを通して考えを広げ、自分に合った目標を意
思決定できるよう、必要な情報を提供したり、児童生徒の思い
に寄り添いながら助言したりするなど、適切な支援をする。
◇児童生徒が意思決定したことを継続して取り組めるよう、実践
意欲を高めるための手立てを工夫する。

①自己の（人間としての）生き方についての考えを

深める指導の工夫
◇道徳的諸価値についての理解を基に、児童生徒の実態に応じて
教材の活用の仕方や発問を吟味する。
◇学習を通して考えたことや分かったことを確かめたり、自分の
生活を振り返って、これからへの思いや課題について考えたり
できる時間を十分に確保する。

②児童生徒の成長につながる評価の工夫
◇児童生徒の見方がより多面的・多角的なものに発展しているか、
道徳的価値の理解を自分自身との関わりの中で深めているかに
ついて、学習活動に着目して評価する。
◇児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を積極的に受け
止めて認め、励ますとともに継続的に把握し、指導に生かす。

○児童生徒が自他の考えや心情の変化を視覚的

に捉えたり、学びを蓄積したりできるよう、

ＩＣＴの積極的な活用が図られている。

●自己の（人間としての）生き方についての考

えを深められるよう、道徳的価値の理解を基

に自己を見つめる場面を設定する必要がある

□道徳的価値の理解を基に、自己を見つめ、広

い視野から自己の（人間としての）生き方に

ついての考えを深めることができる。

□道徳的諸価値についての理解を深めた上で、

自らの成長を実感したり、これからの課題や

目標を見付けたりすることができる。

令和６年度 目指す児童生徒の姿

令和５年度 成果と課題

※ □のチェックボックスを活用して自己評価 下線は各教科等で目指したい“ 問い」を発する子ども”の姿に関するもの「

⑩


